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7-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
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れ
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し
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知識
Q電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

Oスマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

O作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
O マイナスドライバー
O 小さいマイナスドライバー
O リチウム電池：CR2450

知識
Qリチウム電池CR2450 の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

警告
Qエアコンフィルターを交換するとき

充電コネクターが接続されていないこ
とを確認してください。お守りいただ
かないと、作業中に駆動用電池冷却
（oP.96）などにより、エアコンが作
動する場合があり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

注意
Qエアコンを使用するときの注意

Oフィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

Oフィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

Qグローブボックスを取りはずすとき

必ず指定の手順（oP.497）に従って
取りはずしてください。正しい方法で
取りはずさないと、グローブボックス
下部の結合部が破損するおそれがあり
ます。

Qフィルターカバーの損傷を防ぐため
に

フィルターカバーを取りはずす際に
フィルターカバーのツメに無理な力が
加わらないように注意してください。
ツメが損傷するおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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2 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

警告
Q電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

O誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

O電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

O新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

Oカバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

O誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

Q電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

O同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

O極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

O電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。
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1 パワースイッチをOFFにする
普通充電コネクターが接続されていない
ことを確認してください。
2 ヒューズボックスを開ける
X エンジンルーム

ツメ と を押してロックを完全には
ずしてから、カバーを持ち上げます。

X 助手席足元
足元のカバーを取りはずします。

注意
Q電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

Q交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

Oぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

O電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

O電極を曲げない

ヒューズの点検 •交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は

A B


